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Better Distribution

Better Revenue

HITEC2024 Charlotte
北米最大のホテルIT展示会が開催されました。今年は入場者数も出展ベンダー数を前年を上回

る盛況ぶりでした。しかしアジアエリアからは相変わらず弱いようです。

Topics1

AIはﾍﾞﾝﾀﾞｰを信用せずに自社ﾘｽｸを良く把握。
AI全盛でどんなｿﾘｭｰｼｮﾝにもAIが組み込まれ
ている状態になっています。しかしAIが作り出
すﾘｽｸについて真剣に考えておかないと、大き
なしっぺ返しを受けると識者は警鐘を鳴らしま
す。

Topics2

Open-APIとCDP

PMS問わずいずれのﾍﾞﾝﾀﾞｰもOpen-APIが進
み、またCDP用のｲﾝﾀﾌｪｰｽ実装が進んでい
ます。いずれもReal Time APIの形で、実装も
ｲﾝﾀﾌｪｰｽPCなどは見かけなくなりました。早く
PCの呪縛から解き放たれたいです。

Topics3

ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ関連ｿﾘｭｰｼｮﾝ

いくつか出展されていました。例えば、客室使
用水道料が今後Uniform会計指標にも加わっ
てきますので、重要なﾎﾟｲﾝﾄとなります。どの
製品もｾﾝｻｰとWiFiを駆使して、また安価に構
築できることがﾎﾟｲﾝﾄのようです。ROIは4ヶ月
と主張していました。

Topics4

USALI UNIFORM R12

正式なﾘﾘｰｽｽｹｼﾞｭｰﾙが発表されました。ﾄﾞｷｭ
ﾒﾝﾄの入手は８月以降になりますが、ｵﾝﾗｲﾝ
版は7月末のようです。また発表以降もﾘﾊﾞｲｽ
が入るのでｵﾝﾗｲﾝ版を購入し、年間費用で更
新版が入手できる方がお得のようです。正式
な適用開始は2026/1とのことです。

参加メンバーたちとなんで今回ｼｬｰﾛｯﾄなんだろうと話をしていました。来年はｲﾝ
ﾃﾞｨｱﾅﾎﾟﾘｽで正直言って、あまり面白くない街でした。これはどうも米国内部の
MICE誘致政策があるようで、そういった都市の選択になっているとのことでした。
市を上げての誘致なので、街の津々浦々にHITECののぼりが立ち、歓迎の
様子にあふれていました。

食事はｱﾒﾘｶ南部料理が中心のようでしたが、意外に海産物が多く、驚き
ました。少し海からは距離があるのにという感じです。しかし、暑かった。
おかげで、またビール三昧になりました。

来年は１週間繰り上げって父の日辺りに開催されるとのことです。アメリカ人は
父の日を大事にしていますので、それに関する文句も聞かれました。
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＜AIのためのｸﾘｰﾝﾃﾞｰﾀ蓄積＞
精度の高いAIを作り上げるには、精度の高いｸﾘｰﾝなﾃﾞｰﾀが必要である。しかしAIﾍﾞﾝﾀﾞｰはﾎﾃﾙのﾃﾞｰﾀ構造に
ついて明確な知見なく、可能性を語る。ここに今、業界のAIに関する潜在的なﾘｽｸがあると報告されていた。そ
の理由としては、ﾏﾙﾁﾍﾞﾝﾀﾞｰによる業務ｼｽﾃﾑが長年続き、各ｻﾌﾞｼｽﾃﾑとのｻｲﾛ(Silos)化が進んでしまってい

ることにあるようだ。各ｻｲﾛはそれぞれの業務の必要性に合わせて作られ、入力され、また現場の業務の都合
で入力を端折られて、非常に汚いデータになってしまっている。こういった課題に対しては一般企業では１０年
ほど前からデータの最適化のツールを使ってｸﾘｰﾝにしようという動きで動いてきた。ﾎﾃﾙ業界は今やっと気が
ついたということになる。

これがホテル業界の後進性と言う気はないが、こう言った状況であると言うことに気づき、またベンダーも改善
しながらｸﾘｰﾝﾃﾞｰﾀについて考えなければせっかく優秀なAIﾂｰﾙがあろうとも正確性は期待できないことになる。

＜お問い合わせ＞
クラウドイット株式会社 info@cloudit.jp   電話：03-6416-3270

＜注目の会社＞

＜次回予告＞

今年も前半の主要イベントは完了しました。コロナ明けで業界自体も活況を呈してきており、来
年度以降も楽しみです。今年後半はいくつかの旅行イベントに参加の予定です。

本NEWSはバックナンバー含めて弊社ウェブサイト（cloudit.jp）でも公開しております。

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ発で今やｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開をしている、清掃員管理に特化したｿﾌﾄｳｪｱﾍﾞﾝﾀﾞｰです。ﾙｰﾑｲﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ
やｼﾞｮﾌﾞﾃﾞｨｽﾊﾟｯﾁなどの機能はなく、いかに清掃員人件費を抑制できるかということをAIを用いて管理する
ｿﾌﾄｳｪｱです。この領域では後発ながら、大手ﾁｪｰﾝのCertificateも受けており、またﾏｶｵの大規模客室ﾎﾃﾙ
にも導入されているようです。清掃に特化しているだけあり、画面が使いやすいです。

＜Uniform 12版のポイント＞
1.環境会計指標
   水道利用料、電気使用料、ゴミ処理料がOccupied Roomに対してどのぐらいになるのかについて報告義務
として加わりました。2026/1からはこれをベンチマークすることも開始だとのことです。

2.ロイヤリティコスト指標
各ﾎﾃﾙが支払っているﾛｲﾔﾘﾃｨに関わるｺｽﾄ、ﾎﾟｲﾝﾄやﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ負担、ｼｽﾃﾑ使用料などのｺｽﾄを明確にする
ことが求められています。そこに追加されるのが、ﾛｲﾔﾘﾃｨﾒﾝﾊﾞｰに対する特典（部屋のUG、ﾄﾞﾘﾝｸ券、ﾒﾝﾊﾞｰ
ﾗｳﾝｼﾞ設定コスト、ランニングコストが含まれてくるそうです。
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